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Ⅰ．はじめに
本稿では，比治山大学言語文化学科日本語文化コースの新カリキュラム注 1）における言語文化学
科共通科目の〈日本語教育〉の系統の授業科目として独自の目的を持つ「日本語教材研究」注 2）を
取り上げ，国語科教員志望者の基礎学力の確認及び向上の方策のあり方を中心に考察することを目
的とする。具体的には，本授業科目を，教材論及び日本文化論注 3）と共に，日本語学を中核とした
日本語指導論を扱う教育系科目として，学習指導要領にある“教科に関する科目”としての国語学
等に関する科目（主に現代語）に該当する科目として期待される役割に，どのように適合させうる
かについて論じ，方策を講じるにあたっての留意点をまとめる。
Ⅱ．国語教育と日本語教育の連携
そもそも，国語教育と日本語教育の連携に関しては，断続的に話題に上ってきた経緯がある。例
えば，細川英雄氏は，言語教育として両者が目指すべき方法論の共通点について，次のように述べ
ている注 4）。
言語習得とは，思考と伝達ということばの二面性をコミュニケーションという活動を通してど
のように体得するかということであり，ことばの教育の課題とは，母語と第 2 言語の別を問わ
ず，明確な方法論の位置付けのもとで，そのようなことばの訓練を行うことができるか，とい
うことなのである。以上のようなことが確認できてはじめて，コミュニケーションを目的とし
た言語教育とは，ある一定の内容を知識として教授するのではなく，学習者や生徒自身の中に
ある，さまざまな「内言」をどのように表現させるかということを目的として行われるもので
あるという前提に立つことができる。
上記の一節は，約 20 年前に，日本語教育学会の学会誌『日本語教育』の 100 号に掲載されたも
のである。まず，日本語教育の総括も意図された記念号に掲載されたこと自体が注目される。背景
には，日本語教育と国語教育が言語教育として共通の課題を持つという認識が，改めて意識化され
たことがある。また，当時の国際化の進展や出入国管理及び難民認定法の改正による在留資格の整
備・拡充に伴い，中南米からの日系人労働者を中心とした外国人児童生徒が急増し，その日本語指
導のあり方が問題となったことが想起される。
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ここ最近においても，日本語指導を必要とする外国人児童生徒が増加傾向にあり，2016 年に
文部科学省が実施した調査では，全国公立小中高で日本語指導を必要とする外国人児童生徒の数
は 34,335 人で，全体（80,119 人）の約 4 割に当たり，10 年前の 1.5 倍になるという結果が出
ている。
このような状況の中で，西原鈴子氏は，国語教育と日本語教育の連携のあり方について，次のよ
うに述べている注 5）。
ともに「日本語」を学習対象とし，最終的には「学習言語」の熟達を目標とする「国語教育」と「日
本語教育」が，新しい学習観を共有し，教室内での日本語母語話者と非母語話者児童生徒の交
わりと相互の気づきを媒介として，新しい学びへと発展していくことこそ，教育改革を実現す
る新しい連携のモデルになると筆者は考える。
ここには，新しい学習観に基づく教育改革が進められる中，「日本語教育」の研究・実践の蓄積が，
言語教育としての「国語教育」に，連携を通して資する点が指摘されている。
さらに，2019 年 4 月 1 日の運用開始に向けて，労働力不足を補うための外国人労働者の受け入
れ拡大を目指して，出入国管理法改正案が臨時国会で審議されている。その中で，外国人労働者ら
の子弟などへの日本語指導が課題に浮上してきている。
背景には，国策として急激に増加した留学生，近年大量に受け入れてきた技能実習生が，それぞ
れ高等教育機関での学びや国際貢献・技術移転などの本来の目的から外れ，実質的に労働力不足を
補うための存在と化しているという問題がある。前者の留学生に関しては，平成 20 年 1 月に，福
田康夫元総理大臣が国会の施策方針演説で打ち出した「留学生 30 万人計画」に端を発している。
この計画は，2017 年度に達成され，現在，日本語学校在籍者も含めて 31 万人を超える留学生が
日本にいる。問題は，その多くが飲食店やコンビニエンスストアなどの業務に深夜までアルバイト
店員として従事していることである。また，特に，後者の技能実習生に関しては，現在在日する約
27 万人の中には，悪質業者による劣悪な環境化での過重労働，低賃金，給料未払いなどが主たる
原因とされる失踪者が，2018 年上半期で 4 千人を超え，過去最多ペースで推移しているという問
題がある。さらには，両者共に不法残留者の多さも問題となっている。
改正案では，これらの弊害を取り除きつつ，経済成長の阻害要因となっている人手不足に対応す
べく，高度な専門人材に限定していた受け入れ政策を転換し，単純労働分野での就労を認めようと
している。
この改正案の中で，「特定技能 1 号」と並んで新たな在留資格として示されている「特定技能 2 号」
では，配偶者や子の帯同が可能であり，学校現場での日本語指導を含めて手厚い学習支援が必要に
なるとされる。
以上のような社会環境の変化の中で，英語教育も含めて，国語教育と日本語教育の連携は，今後，
従来以上に喫緊の課題となってくることが予想される。国語科教員志望学生が「日本語教材研究」
を受講し，同じ言語教育としての日本語教育について学ぶ中で，国語科教員としての基礎学力を確
保し，その向上を目指すことは，意義があると考える。
そこで，本稿では，特に，本授業で使用している視聴覚教材に焦点を当て，日常生活の中の日本
文化を題材としながら日本語を学ぶことを意図した日本語教材を通して，受講者としての国語科教
員志望学生が，国語科教員としての基礎学力を確保しその向上を目指す方策について考察する。
具体的には，“日本語の指導”及び“異文化としての日本文化及びその教育のあり方の理解”を
主要なテーマとする言語文化学科共通科目「日本語教材研究」の場合，“日本語の指導”の部分を
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中心に，“国語科教員に必要な知識と技能（学習指導要領の内容）と，対応する授業名（新カリ）”
（2015 年 4 月 3 日）の“現代語の指標”にある“現代語の働きや特徴に関する基本的な知識”ある
いは“現代語の文法的知識”を中心に，どのようにそれらを授業の中で扱いうるかについて，実践
に基づきながら検討する。
また，2018 年度後期に「日本語教材研究」（新カリ 3 年次後期）の受講者を対象に実施された「教
員（日本語・国語科・英語科）への意欲・熱意に関する調査」の結果の分析も踏まえながら，国語
科教員志望者の基礎学力の確認及び向上の方策を講じるにあたっての留意点について考察する。
Ⅲ．教職課程と「日本語教材研究」
「日本語教材研究」（新カリ 3 年次後期）は，現代日本語を専門とする筆者が単独で担当する〈日
本語教育〉系統の言語文化学科共通科目である。資格ではなく，日本語教員養成課程修了書を取得
するための必修科目（単位数 2 単位）で，課程表では“教育に関わる領域”の“言語と教育”に区
分されている。2018 年度のシラバスには，言語文化学科及び日本語文化コースのカリキュラム全
体も視野に入れて，以下のような【概要】【教育目標との関連】が記述され，また【到達目標】が
設定されている。
【概要】
まず，現在の日本語教育の現状を日本語と日本文化の教育との相関関係の中で見ていきます。
次いで，日本語の指導と一体となった日本事情教育の内容と方法について現状を捉えた上で，
そのあり方を探求し，最後に現代日本文化に関する問題意識喚起を基盤とした授業プランの作
成を試みます。日本語との関連もふまえながら，日常生活の中の日本文化，日本の伝統文化，
現代日本文化の 3 つの観点からビデオの視聴を同時並行して行います。
【教育目標との関連】
関連する教育目標は次の 2 点です。
日本語による表現力を高め，適切なコミュニケーション能力を身につける。
日本文化を深く理解し，それを継承・創造・伝達する力を養う。
【到達目標】
日本語の指導をふまえながら，異文化としての日本文化の捉え方，提示方法，日本事情教育の
あり方について理解する
当授業科目は，言語文化学科日本語文化コースの教職課程（中・高一種免許（国語））に関する
科目ではない。しかし，内容面では，日本語及び日本文化を“教材”の観点を中核に，その扱い方
を考察することに主眼が置かれている点で，国語科教育との関連も深い。また，上述した外国人児
童生徒への日本語指導が文化の面も含めて喫緊の課題となりつつある社会状況の中で，国語科教員
志望者が本授業科目を受講する意義は少なくない。
コース内で設定された“国語科教員に必要な知識と技能（学習指導要領の内容）と，対応する授
業名（新カリ）”（2015 年 4 月 3 日）における日本語学に関する科目（教職必修以外）の，主として〈現
代語〉としての位置付け・役割は，以下の通りである。
〈現代語〉
項目：教材研究・教材分析力／指導内容に関する領域／国語学に関する領域／現代語
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現代語の指標：現代語の働きや特徴に関する基本的な知識を備えている／現代語の文法的知識
を備えている
また，上記に加えて，参考として，中学校及び高等学校の学習指導要領の内容や教材が以下のよ
うに示されている。
中学校学習指導要領の内容や教材（参考）／記述の一部（例）【　　】内は領域名：【読むこと】
【伝統的な】（音声・話し言葉と書き言葉，共通語と方言，敬語，世代間の使用差）（語句・語彙，
単語・文・文章）
高等学校学習指導要領の内容や教材（参考）／記述の一部（例）【　　】内は「国語総合」の
領域名【A ／ B】は「現代文 A ／ B」「古典 A ／ B」を表す：科目名「国語総合」【伝統的な】
P30 ～語句の構造（漢語の構成など），語彙の構造（和語・漢語・外来語），調査・分析・報告
などの活動，漢字の音訓，言葉の使い分け／科目名「国語表現（現代文 A ／ B）」【伝統的な】
P30 ～文・文章の組み立て・語句の意味，用法，表記，語彙，P34 文化審議会答申「敬語の指針」
5 種の敬語【A ／ B】
「日本語教材研究」（新カリ 3 年次後期）では，前述の【教育目標との関連】で示しているように，
日本語による表現力を高め，適切なコミュニケーション能力を身につけることをあげている。した
がって，講義科目ではあるが，以下の点に留意している。まず，日常生活を中心に，場面に応じた
日本語の使用方法を確認すること。また，その背景としての日本文化に関する問題意識を喚起する
情報を提供すること。さらに，毎回，受講者が，記録カードにコメントを記入し，それに基づいて
受講者間で情報交換し，意見交換するように促すこと。このような実践を通して，日本語を読み，
書き，話し，聞く機会を設定して日本語の表現力を高めると共に，実用的なコミュニケーションの
力を養うようにしている。
また，【教育目標との関連】で，日本文化を深く理解し，それを継承・創造・伝達する力を養う
ことをあげている。この点に関しては，毎回，日常生活における日本文化を中心に，その根幹に位
置付けられる日本人の自然観に関する視聴覚資料注 6）を使用することで，対応している。
さらに，本授業では，異文化としての日本文化の捉え方の理解，を目指しており，その目標到達
のため，日本語の指導のみならず，異文化との比較の視点に立った日本文化の内実の考察も行うこ
とにしている。具体的には，日常生活における日本文化を題材とした日本語教材として，氏家研一
氏（ワシントン・リー大学東洋学部日本語科助教授）企画・構成により編集されている VTR『ビ
デオ講座　日本語　日常生活に見る日本文化　1 ～ 5（Cultural Video シリーズ（全 5 巻））』（東
京書籍，1992 年）を使用して，日常生活レベルの日本文化の実際を検証している。この中では，
アメリカ人女子留学生のジェーンが，佐藤家にホームステイしながら日常生活レベルの様々な日本
文化を体験していく様子が，場面に応じて出現する自然な日本語表現と共に扱われている。アメリ
カ人の視点から見た日本文化について考察しうる点は，言語文化学科共通科目として，言語文化学
科国際コミュニケーションコースの受講生も含めて，有意義な教材となっている。
1 話 10 分程度で全 10 話からなる各話には，補助資料として，日常生活の日本文化に関しては，
日本文化項目（以下，‘日本文化項目’）が 10 数個，また，特に，日本語に関しては，“第○話で
気をつける点”が 4 ～ 5 個，それぞれ一部例外を除いて基本的に項目の提示のみではあるが示され
ている。また，‘日本文化項目’及び“第○話で気をつける点”の中から，特に重要なもの（以下，
‘最重要日本語・日本文化項目’）が基本的に 1 個ないし数個，注意事項の簡潔な説明付きで示され
ている。毎回，それらを授業配布資料に掲載するようにしている。
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また，項目の内容理解をより深めるため，筆者の判断で特に重要な項目（以下，‘関連重要日本
文化項目’）を数個選択した。ついで，参考資料注 7）の該当する項目の引用による関連解説を，自文
化のステレオタイプの理解を避け，問題意識を持って考察することを意図して，項目ごとに可能な
限り複数取り上げた。その上で，日英比較表現論の学びにも資するため英語による説明も付記し，
全体で A3 表裏 1 枚に収まる範囲で，配布用プリント資料として提示するようにしている。
さらに，多文化の視点から異文化理解の幅を広げることを意図して，上記の 10 数個からなる‘日
本文化項目’の中から 1 つを，‘重要多文化項目’として選択した。その上で，アメリカ・メキシコ・
中国・ホンコン・イギリス・エジプト・インドネシア・オーストラリア・カナダ・韓国・台湾の文
化との相違点に関する情報が掲載された参考資料注 8）の該当項目を，各回，A4 判 1 枚の範囲で紹
介するようにしている。
以上のように，「日本語教材研究」は，初級総合教科書で扱われる日常生活レベルの現代日本語
の意味用法及びその指導法と共に，日本語の背景となる日本文化も含めて，その教育のあり方につ
いて考察する講義科目である。このような授業内容で当科目が目指すのは，日本語の指導をふまえ
ながら，異文化としての日本文化の捉え方，提示方法，日本事情教育のあり方について理解するこ
とである。したがって，少なくとも現代日本語の意味用法を扱う点においては，上述の“国語科教
員に必要な知識と技能（学習指導要領の内容）”と齟齬は生じておらず，むしろ，両者の目指すと
ころは極めて類似している点が多い。
“国語科教員に必要な知識と技能（学習指導要領の内容）”の国語学に関する領域／現代語につい
ては，本来，大学レベルの日本語学関係の授業を受講し，単位を取得できたならば，習得できるは
ずのものである。また，‘動詞の活用’‘話し言葉と書き言葉の違い’などの基本事項は，本来，教
職志望の有無にはかかわらず，高等学校段階までに身につけておくべきものである。筆者の基本的
な立場は，これら大学あるいはそれ以前の段階における日本語に関する基礎の上に，大学における
高度な日本語学や専門的な国語科教育，また，日本語や日本文化を扱う日本語教育に関する授業が
成り立つというものである。
一方で，日本語教育も含めて，関連する授業科目の中で，敢えて基礎学力を確認しつつ受講者を
知的に刺激し，それを契機に学力のさらなる向上を目指すのは有効であると考える。
その意味で，特に教職志望の学生にとっては，高度な知識と技能を身につけ，将来教壇に立つた
めには，日本語学に関する事項を扱う授業を受講する前提として，日本語学に関する基礎学力は必
要不可欠であり，また，授業を通したその確認及び向上が望まれる。
そこで，以下，教員（国語）志望学生を中心に，日本語教員，英語教員，一般学生も含めた受講
者を想定した場合の日本語学に関する基礎学力の確認及び向上の方策について，新カリキュラムの
「日本語教材研究」という授業における実践を例に論じることにする。
Ⅳ．「日本語教材研究」の授業運営と基礎学力の確認及び向上の方策
新カリキュラムの「日本語教材研究」の授業運営について，以下，その概略を記しておく。
全 15 回の中で，前半は主として日本語教育の日本語の教材論を扱う。具体的には，コースデザ
インの「標準形」の中における教科書の位置付けを，その不要論もふまえつつ確認した上で，初級
総合日本語教科書の教科書分析を目標にして，その代表例の特徴や教授法の変遷をふまえた歴史的
展開について考える。前半のまとめの課題レポートとして，教科書分析シート（A3 表裏 1 枚）の
提出を求めている。後半は，日本語の指導をふまえつつ日本事情教育の内容と方法について考察す
る。前半及び後半の日本文化に関するまとめの課題レポートとして，冬休み明けまでに，日常生活
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の日本文化の歴史的背景に関するものを 1 つ，1 月末までに，日常生活の日本文化の歴史的背景及
び他の文化との相違点に関するものを 1 つ提出することを求めている。また，1 月末までの期限で，
最終まとめとして，日本事情教育の授業プランを作成・提出することになっている。最終評価は，
以上の 4 つの課題レポートを中心に行う。
各回の授業は，日本語及び日本文化の教材論関係の内容に 65 分間程度を，日本文化関係の内容
に 25 分間程度を当てることを基本としている。前者に関しては，授業配布資料に関する基本事項
の説明，課題の提示と受講者による資料に基づいた考察と記録カードへのコメント記入，必要に応
じた受講者間の情報交換及び相互批正，指名による考察発表を基本として，それらを 3 回程度に分
けて行う。受講者による資料に基づいた考察に関しては，重要な資料については，内容理解の確認，
読みの力の養成を企図して，受講者が順番に音読するようにしている。後者に関しては，まず，日
常生活の中の日本文化に関する授業配布資料を扱う。最初に，簡潔に示された上述の VTR 補助資
料の文化項目に関して，筆者の判断で重要事項を補充形式にした空欄に適語を補う。次いで，その
内容理解の深化を意図して筆者の判断で選択された文化項目に関する情報を確認する。その際，可
能な限り英語による説明にも目を通し，その説明方法や表現からも日本文化の実際について理解を
深めるように促す。さらに，上述の多文化の視点から筆者の判断で選択された文化項目のアメリカ
文化以外に関する情報に目を通す。最後に，VTR を視聴する。その際，空欄に入ることばと項目
内容に関する確認を順次行い，視聴後には，上述の選択された文化項目を中心に，内容に関して，
現在の日本人の若者の視点から自由にコメントを記述する。後半の時間設定については，最大で
25 分程度とし，前半に要する時間に応じて，適宜プロセスを省略するようにしている。
以上のような授業運営を行う「日本語教材研究」において，筆者が受講生に対して，国語科教員
としての基礎学力の確認及び向上の方策を実施するとすれば，授業最初のテーマに関する説明時，
あるいは VTR 視聴中における説明時が考えられる。
筆者は，日本語教員として必要な基本事項を，共通する部分に関しては国語科教員及び英語科教
員の場合も含めて，可能な範囲で授業の最初にまとめて話題にしながら，適宜ある程度まとまった
基礎学力の確認を行うようにしている。これは，実際の教員（日本語・国語科・英語科）志望学生
の有無にかかわらず，将来の可能性を考慮して行う。
特に，国語科教員に関しては，文学的な教材についてはともかく，‘日本語教育（日本語・日本
事情（文化））の専門基礎’が‘“国語科教員に必要な知識と技能（学習指導要領の内容）”の国語
学に関する領域／現代語’を中心に，‘日本の伝統的な言語文化’にもなりうることに，少なくと
も一般論として言及するようにしている。
尚，時間的余裕がある場合には，VTR 視聴中における説明時に，現代の日本語学に関する確認
事項の説明の際に，基礎学力の確認をし，向上を図るようにしている。
Ⅴ．「日本語教材研究」における基礎学力の確認及び向上の方策の実際
ここでは，授業後半の VTR 視聴時に行った基礎学力の確認及び向上の方策の実際を，VTR 注 9）
の第 1 話から第 10 話のそれぞれに分けて報告しておく。基礎学力に関する指導項目は，単独で取
り立てて行うことはせず，当授業の目標の達成に資する範囲内で毎回 2 ～ 3 項目を適宜選定した。
その際，上述の“国語科教員に必要な知識と技能（学習指導要領の内容）と，対応する授業名（新
カリ）”（2015 年 4 月 3 日）における本科目（教職必修以外）の位置付け・役割を参考に取り上げ
た。指導は，日本語教員を中核に，国語科教員にも共通して必要となる事項，時間的な制約を考慮
し，受講者に基礎学力の重要性を気づかせ，自ら復習させることに主眼を置き，可能な限り簡潔に
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行った。
以下，まず，VTR の各話のタイトルを〔　　　〕内に示した。その後に，取り上げられている‘日
本文化項目’を番号順に示した（空欄箇所を設定した部分に下線）上で，筆者が選択して関連情報
を提示した‘関連重要日本文化項目’に※を付した。次いで，言葉の面で気をつける点として示さ
れている“第○話で気をつける点”を‘重要日本語項目’として【　　　】内に付した後に，⇒の
後ろ部分に，筆者が日本語学的な観点から判断した具体的な項目内容を付した。さらに，‘日本文
化項目’‘重要日本語項目’の中で特に重要と目されて取り上げられているものを‘最重要日本語・
日本文化項目’として＜　　　＞内に示した（空欄箇所を設定した部分に下線）。最後に，筆者が
選択した多文化に関する項目を‘重要多文化項目’として〈　　　〉内に付記した。
【第 1 話】〔なし〕①普通，家全体が塀に囲まれていること②車の中での座席（助手席ではなく，運
転手の後ろの席が一番良い席だということ）③靴の脱ぎ方（向きを直して脱ぐこと）④※床の間⑤
部屋での坐り方（上座がどこかということ）⑥配膳の仕方（大皿に盛ってあって，自由に食べたい
だけ取って食べるのではなくて，一人一人の皿に決まった量だけ既に盛られていること⑦※座り方
（あぐら，正座，女性の場合のくずした坐り方）⑧名前の呼び方⑨食卓で自分の領域が明確に決まっ
ていないこと（例－アメリカで他の人の前に塩がある場合，その人の領域を侵さずに“Pass me 
the salt,  please.”と言って取ってもらうが日本では勝手に手を伸ばして取ってもいいことなど）
⑩※酒の注ぎ方⑪数の数え方⑫くしゃみ，鼻のかみ方などの違い【①「何もありませんけど…」⇒
文末に接続助詞を用いた婉曲語法②「4 人兄弟」vs「兄弟が 4 人います」⇒漢語表現と「います」
を用いた存在の表現③和製英語（スキンシップ）⇒外来語④「うまい」（「おいしい」vs「上手」）
⇒多義の形容詞】＜なし＞〈なし〉
【第 2 話】〔なし〕①部屋のドア（閉めてあるか，開けてあるか）②室内での音（あまり大きな音で，
音楽などを聞かないこと）③ドアのノック（人の部屋にノックをしないで入ったりすること）④い
ろいろなスリッパ⑤※仏壇⑥朝御飯（和食の朝御飯はどんなものか）⑦人の前を横切るときに手刀
を切ること⑧ビタミン剤を冷蔵庫に入れて服用する習慣があまりないこと⑨時差⑩食前の祈りの習
慣がないこと⑪飲み物や食べ物を音をたててすすること⑫食器に口をつけて食べる習慣⑬※忌み嫌
われる習慣（御飯などに箸を立てる，橋渡しなど）【①「来ます」vs「行きます」⇒発話者の視点（目
的地と現在地（出発地））による移動表現】＜なし＞〈食べるときの音〉
【第 3 話】〔つまらないものですが，どうぞ。〕①※手土産の上げ方，受け取り方（“つまらないも
のですが，どうぞ”と言って上げること，受け取ったら礼を言って開けないで自分の脇や仏壇の
前に置き，客が帰ってから手土産を開けること）②※上座，下座（床の間の前が上座であること）
③配達（そば，寿司など食べ物だけではなく，クリーニングなどいろいろな配達があること）④「ボー
イフレンド」の意味の違い（特定の個人を意味する英語の“boyfriend”との意味の違い）⑤食べ
物や飲み物を勧められた時の答え方⑥※箸を逆さにして食べ物を取る（みんなに共通の食べ物の
皿から取る場合）⑦ご馳走になって次に会ってお礼を言う習慣（しばらく時間が経過した場合で
も必ずお礼を言うこと）⑧手料理 vs 店屋物（アメリカでは手料理で客をもてなす場合が多いが，
日本では店屋物を取ってもてなす場合が多いこと）⑨畳の部屋では座布団を敷いて坐ること【①「ど
うぞお上がりください。」⇒敬語（尊敬語）②「つまらないものだけど，どうぞ。」⇒謙遜表現③「コー
ヒーでもいかがですか。」⇒押し付けがましくない提案の表現④「この間はどうもごちそうさまで
した。」⇒恩に対するその場で完結しない感謝の表現】＜①お客さんに上座にすわってもらうこと
②「コーヒーでもいかがですか？」という言い方には何を飲むかチョイスがあるように聞こえるが，
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実際にはチョイスがなくて，「じゃあ，頂きます」か「いいえ，結構です」の二つしかないこと＞〈手
土産〉
【第 4 話】〔ドライブしたいですか。〕①※休日にテレビの前でゴロ寝するお父さん多い事実（家族
だんらんより休息中心の休日を過ごすお父さんが多いこと）②車の席次（運転席の真後ろが客の席），
車の左側通行③※ファミリーレストラン，外食（車でドライブをして，ファミリーレストランで外
食するのが休暇の過ごし方の一つであること）④ガソリンスタンド（値段表示なし，いろいろなサー
ビス）⑤おつりの渡し方のちがい（アメリカでは客の前で実際の値段から，もらった金まで数えて
いく方法でおつりを渡すが，日本では客の前で数えないで一度におつりを渡すこと）⑥おしぼり，
水⑦※定食（一品料理にご飯と味噌汁がついた定食があり，安く食べられること）⑧※英語から入っ
てきた外来語の発音と元の英語の発音のちがい【①「ドライブしたいですか。」⇒相手（特に目上
の人）の希望や願望などを直接的に尋ねる避けるべき表現②「すみません？」⇒陳謝と感謝の両方
に使用される表現】＜英語で“Would you like to have a ride ?”のような言い方で誘うが，そ
れを直訳して“ドライブしたいですか”と言うと変に聞こえる，「ドライブしませんか」の方が自
然であること＞〈釣銭のわたし方〉
【第 5 話】〔鈴木先生，お元気ですか。〕①典型的なサラリーマンの生活（朝早く家を出て夜遅くま
で仕事をすること）②日本社会でゴルフの占める位置③高校生と大学生の勉強の量（アメリカでは
高校より大学でよく勉強するが，日本では高校時代よく勉強して，大学で遊ぶ傾向が強いこと）④
ラッシュアワー時の電車，バスの様子⑤※デパート（エレベーターガール，レストラン，食品売場，
催し物，過剰包装，屋上の遊び場，屋上の神社，いろいろな切符の予約など）⑥歩道橋（自動車優先）
⑦※自動販売機（種類の豊富さ，屋外に設置されていることなど）【なし】＜なし＞〈勤務時間と
昼休み〉
【第 6 話】〔日本語がお上手ですね。〕①先生を訪ねる時の服装（ラフな格好，サンダル履き）②※
お土産を持っていく習慣（デパートなどで何かを買って持って行くこと）③お客の前でお土産を開
けない習慣④※近所の人がどこへ行くのか尋ねる習慣とそれに対する答え方⑤※三つ指（中年以上
の女性に三つ指で丁寧に挨拶する人がいる事実）⑥客に何も聞かないで食べ物や飲み物を出す習慣
⑦飲み物をすする習慣⑧チリ紙交換【①「どちらへ？」「ちょっとそこまで。」⇒形式的な挨拶表現
②「日本語がお上手ですねえ。」⇒賞賛表現③「何もありませんが，どうぞ。」⇒謙遜表現】＜①
近所の人に「どちらへ？」と聞かれても，それは決まり文句であまり意味はなく，本当にどこへ行
くか説明する必要はないこと，「ちょっとそこまで」と答えればいいこと②手土産を上げる時には，
どうして上げるか説明する必要はなく，「つまらないものですが，ぢうぞ」といって上げるのが普
通であること＞〈道で出会うと〉
【第 7 話】〔はじめまして，ジェーンです。どうぞ，よろしく。〕①長電話（アメリカでは市内だっ
たら何時間話しても料金は安いが，日本では高くなること。一般に日本では電話料金が高いこと）
②電話であいづちがないと話がスムーズにいかないこと。③※握手とおじぎ（アメリカでは握手を
するが，日本ではおじぎをすること，時々両方する人もいること）④私，飲む，来るを表すしぐさ
⑤※残業，接待で遅くまで仕事をする日本人が多いこと⑥※初対面で必ず名刺交換をすること⑦英
会話の勉強が盛んであること【①「よろしくお願いします。」「こちらこそどうぞよろしく。」⇒初
対面での挨拶表現】＜①電話であいづちを打たないと，会話がスムーズにいかないこと②日本人で
お辞儀をしながら握手をする人がいること②“来て”という動作を表わすジェスチャーをする時，
手のひらの向きが英語と日本語では反対になること＞〈あいさつ〉
【第 8 話】〔ずいぶん，お酒を飲みますね。〕①※アメリカの“Bar”と日本の飲み屋のちがい②飲
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み屋にボトルキープの習慣があること③乾杯の習慣（めでたい場合ばかりではなく，事あるごとに
乾杯をすること）④※つまみを食べながら酒を飲む習慣⑤※カラオケ⑥日本で酒の占める重要性⑦
手刀を切る習慣⑧アメリカと違って，仕事の後でも同僚と一緒に酒を飲む機会が多いこと⑨タバコ
を吸う人が多いこと【①「教えました」vs「教えてくれました」⇒恩恵表現】＜①日本語では“教
えてくれました”のように，よく動詞の後に“やり，もらい”の動詞を付けて使うこと＞〈飲むか
飲まれるか〉
【第 9 話】〔これは，昨日までの宿題です。どうぞ。〕①毎日お母さんが行き先，帰宅時間を聞く習
慣と簡単に自分の予定を説明した方がいいこと②英語の“How are you?”と同じ気持ちで“お元
気ですか”を使う学生がいる。毎日会う人には“お元気ですか”を使わない方がいいこと。③先生
と話す時に足を組まない方がいいこと（ビデオでは，ジェーンは先生と話をした時，足を組んでい
ましたが，これは目上の人に対してとても失礼です。フォーマルな場面では，足をそろえて座るよ
うにすべきだということを教師が指摘した方がよいでしょう。）④招待された時の断り方。誘った
人の気持ちを傷つけないように“いいえ”という言葉を使わないでうまく断ろうと努力すること。
⑤クラブ，愛好会，ゼミなどでよくコンパをする事実⑥家や寮などで女子学生に対して門限がある
事実【①「どこへ行くの？何時ごろ帰って来るの？」⇒家事を取り仕切る母親（妻）による予定確
認②「お元気ですか？」⇒再会までに時間の隔たりがあった場合の挨拶表現③「これ，昨日までの
宿題です。どうぞ」⇒陳謝の気持ちや謙虚さに欠ける表現④※「さようなら」vs「失礼します」⇒
目上の人に対する別れ時の丁寧な挨拶表現⑤※「ありがとう」vs「ありがとうございます」⇒丁寧
な感謝表現⑥「いいえ，今晩アルバイトがありますから行けません。」vs「行きたいんですけど，
今晩アルバイトがありますから……」⇒「～たい」「のだ」「～けど」「……」などを用いた，相手
の気持ちに配慮した婉曲的な断り表現】＜①英語の“How are you?”とは違い，日本語では毎日
会う人には「お元気ですか？」は，使わないこと，かわりによく天気の話をすること②締め切りを
過ぎた宿題を出す時，「どうぞ」と言って出すのは失礼。遅くなったことを謝った上で提出するこ
と③先生に対して，「ありがとう」，「さようなら」は不適切，「ありがとうございます」「失礼します」
の方がいいこと④誘いを断る時，直接的に断わるのではなくて，相手の気持ちを傷つけないように
柔らかく断った方がいいこと＞〈パーティーの社会学〉
【第 10 話】〔日本はおもしろいですね。〕①ゴルフ練習場（コースでプレーすると料金が高いこと，
フォームを重視すること，屋外の打ちっぱなしではなくて，市内のネット張りの狭いところで練習
すること）②風邪をひいた人が他人に移さないようにマスクをすること③おじぎの多用④立ち食い
そば（立ったまま短い時間で食事ができること）⑤そばをすする習慣⑥銭湯⑦温泉⑧モーテル（ア
メリカのモーテルとの違い）⑨宝くじ⑩アメリカではあまり見ない軽自動車が数多くあること⑪町
のいろいろなところに交番があること⑫宣伝のためにティッシュ配りをすること【なし】＜なし＞
〈かぜをひいたら〉
以下，3 つの観点を中心に，基礎学力の確認及び向上の方策について考察しておく。
1．日本語表現の観点
‘重要日本語項目’として【　　　】内に付した後に，⇒の後ろ部分に，筆者が日本語学的な観
点から判断した具体的な項目内容を付したが，多彩な表現が扱われていることがわかる。基礎学力
の範囲と目される代表的なものとしては，以下のものがあげられる。
第 1 話：③和製英語（スキンシップ）⇒外来語④「うまい」（「おいしい」vs「上手」）⇒多義の
形容詞／第 3 話：①「どうぞお上がりください。」⇒敬語（尊敬語）／第 6 話：③「何もありませんが，
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どうぞ。」⇒謙遜表現／第 9 話：⑤※「ありがとう」vs「ありがとうございます」⇒丁寧な感謝表現
これらの日本語表現は，先に示した，主として〈現代語〉としての位置付け・役割の中の，“語
彙の構造（和語・漢語・外来語）”“語句の意味，用法”“敬語”“世代間の使用差”などに直接関係
するもので，基礎学力の確認及び向上に効果的な項目といえる。
2．日常生活の中の日本文化を題材とした日本語の学びのあり方の観点
VTR の各話のタイトルを〔　　　〕内に示したが，その後に，取り上げられている‘日本文化項目’
を番号順に示した（空欄箇所を設定した部分に下線）上で，筆者が選択して関連情報を提示した‘関
連重要日本文化項目’に※を付したが，これらの多くが，伝統的な文化にもつながる日常生活レベ
ルでの基礎的な日本文化語彙であることがわかる。基礎学力の範囲と目される代表的なものとして
は，以下のものがあげられる。
第 1 話：④※床の間⑤部屋での坐り方（上座がどこかということ）⑦※座り方（あぐら，正座，
女性の場合のくずした坐り方）／第 2 話：⑤※仏壇⑦人の前を横切るときに手刀を切ること⑬※忌
み嫌われる習慣（御飯などに箸を立てる，橋渡しなど／第 3 話：②※上座，下座（床の間の前が上
座であること）⑨畳の部屋では座布団を敷いて坐ること／第 4 話：②車の席次（運転席の真後ろが
客の席）／第 5 話：⑤※デパート（エレベーターガール，レストラン，食品売場，催し物，過剰包
装，屋上の遊び場，屋上の神社，いろいろな切符の予約など）／第 6 話：⑤※三つ指（中年以上の
女性に三つ指で丁寧に挨拶する人がいる事実）／第 7 話：②電話であいづちがないと話がスムーズ
にいかないこと。③※握手とおじぎ（アメリカでは握手をするが，日本ではおじぎをすること，時々
両方する人もいること）⑤※残業，接待で遅くまで仕事をする日本人が多いこと／第 8 話：③乾杯
の習慣（めでたい場合ばかりではなく，事あるごとに乾杯をすること）／第 9 話：⑥家や寮などで
女子学生に対して門限がある事実／第 10 話：⑥銭湯⑦温泉
例えば，“床の間”“上座”“あぐら”“正座”“畳”“三つ指”“おじぎ”などは，茶道・華道など
の伝統文化を理解する上で必要な基礎的な語彙と捉えることができる。また，“仏壇”“神社”など
は，日本の精神文化の中核部分を形成してきた仏教や神道と共に，神仏習合という日本的な信仰形
態を理解する契機となる。さらに，“過剰包装”“あいづち”“残業”“接待”“門限”などは，現代
的な内容を持つが，日本人の伝統的なものの考え方が典型的に反映された日常的な現象を示す語彙
といえよう。これらの語彙を，場面に応じた実践的な日本語能力を獲得しながら，日常生活の中の
日本文化を題材とした日本語として学ぶことは，基礎学力の確認及び向上に効果的である。
3．日本文化を踏まえた日本語の学びを，問題意識喚起型の日本事情教育による学びとの関連の下
で進める方法の観点
例えば，上述した日常生活レベルでの基礎的な日本文化語彙の“あぐら”“正座”を出発点に，“女
性の場合のくずした坐り方”，中年女性の“三つ指”，家や寮などでの女子学生に対する“門限”な
どを，ジェンダー（男女の社会文化的性差）の視点から問題意識喚起型の日本事情教育との関連の
中で学ぶことが考えられる。この問題意識は，基本的に男系による皇位継承，大嘗祭経費の公費と
しての宮廷費からの支出など，外国人には興味深くかつ理解しがたい面を多分に含む点で，世界的
にも極めて特異な日本の皇室制度や，皇室行事の新嘗祭を契機とする勤労感謝の日をはじめ，建国
記念日，天皇誕生日などの日本の皇室関連の祝祭日のあり方の考察へと展開することも可能であろ
う。また，“床の間”“畳”“座布団”などを出発点に，日本人の住生活の洋風化に伴う日本家屋や和室，
縁側などの急激な減少を，日本人の精神空間の変容の視点から捉えることも有意義であろう。この
問題意識は，精神的なけじめと安寧の場としての機能を担ってきた空間の喪失として，いじめ，引
きこもり，ニート，パラサイトシングル，格差社会など，現代の日本社会が抱える問題の考察へと
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展開しうる可能性を持つ。さらに，“温泉”を出発点に，その自然の恵みとは対照的な脅威を，火
山爆発，地震，津波，台風，集中豪雨，洪水，豪雪，竜巻，突風，落雷などに起因する自然災害の
視点から学ぶこともできる。そこから，日本人にとって自然とは何かという問題意識を，自然との
一体化及び霊力信愛志向という仮説注 10）に基づいて考察することも可能であろう。
いずれにせよ，このような方法は，日本文化に根ざした日本語能力を獲得するという面で有効で
あり，新時代に求められる「主体的・対話的で深い学び」として，国語科教育の課題解決にも通じ
るもので，基礎的な日本文化語彙を含めて，基礎学力の確認及び向上に効果的である。
以上の 3 つの観点を中心としたに基礎学力の確認及び向上の方策は，3 年次後期，あるいは 4 年
次後期の受講生にとって，この問題意識喚起型の教育による学びが，本格的な学びの集大成となる
ことを意図した選択でもあり，国語科教員になるための国語学（日本語学）の〈現代語〉に関連す
る事項と直接関連するものの取り扱いが，日本語表現の観点からはともかく，必ずしも多くはない
点は，前述の筆者の基本的な立場からは，大学レベルの授業内容としてむしろ望ましいと考える。
「日本語教材研究」という専門科目の特性や時間的な制約などを十分に考慮する必要はあるが，
教授者が“国語科教員に必要な知識と技能（学習指導要領の内容）”を意識しつつ，指導事項を整理・
精選し，授業を工夫することで，国語科教員の基礎学力の確認及び向上は可能であり，むしろ，大
学レベルの真の意味での基礎学力が身につくと考える。
Ⅵ．受講生に対する教員（日本語・国語科・英語科）への意欲・熱意に関する意識調査
1．調査の概要
2018 年度後期に「日本語教材研究」（新カリ 3 年次後期）の受講者を対象に，受講目的を把握す
ると共に，“国語科教員の基礎学力の確認及び向上”の考察のための基礎資料とするために，「教員
（日本語・国語科・英語科）への意欲・熱意に関する調査」を実施した。
〈調査〉の日時・対象・方法・内容・質問項目については，以下の通りである。
日時：2018 年 11 月 19 日（第 8 回授業の開始時）／ 26 日（第 9 回授業の開始時）注 11）
対象：「日本語教材研究」受講者 33 名注 12）
方法：授業コメントカード（記録カード）への記名式記述回答
内容：教員（日本語・国語科・英語科）への意欲・熱意注 13）
質問項目：
教員（日本語・国語科・英語科）志望受講生は，現時点での意欲・熱意を，それぞれについて，
5 段階（A：大変高い／ B：まあまあ高い／ C：普通／ D：あまり高くない／ E：大変低い）
で記してください。
2．調査の結果及び考察
第 8 回及び第 9 回の授業の時点で，教員（日本語・国語科・英語科）志望受講者に対して，教員へ
の意欲・熱意を 5 段階（A ～ E）で付すことを求めたが，全体の平均値は，5 段階評価で 3.00 注 14）
であり，“普通（C 段階）”相当であった。33 名という適度な人数のクラスも含めて，普通程度の
意欲・熱意を持ったなんらかの教員を志望している受講生が，全受講生 33 名の約 4 分の 1 に当た
る 9 名いることは，教育のありようの考察を主眼とした授業を運営する上で有効に機能しうるとい
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える注 15）。
日本語教員に関しては，日本語文化コースの受講者 18 名の中で 2 名が希望しており，いずれも“普
通（C 段階）”であった。また，国際コミュニケーションコースの受講者 14 名の中で半数に当たる
7 名が希望しており，“普通（C 段階）”が 6 名，“大変低い（E 段階）”が 1 名であった。
英語科教員に関しては，日本語教員を希望する 6 名の国際コミュニケーションコースの受講者の
中の 1 名が希望しており，意欲・熱意は“大変高い（A 段階）”であった。
一方で，国語科教員に関しては，今回はいなかった。本授業（3 年次後期科目）が開始された
2018 年の 9 月下旬の段階で，日本語文化コースの教職志望学生は 9 名いたが，本授業は受講しな
かった。2017 年度の同授業では，2 名の教職学生が受講し，いずれも優秀な評価を得た注 16）。今秋，
両者共に，公立中学校の教員採用試験に現役合格した。両者は，筆者の担当する「日本語文化研修（3
年次通年科目）」も受講し，奈良県の飛鳥・吉野などを訪問し，日本語文化に関する実地踏査を行っ
た。この研修は，本授業で取り上げる日本事情教育の 1 つのあり方としての学外実地研修型の実践
版に位置付けられるものである。したがって，本授業と合わせて受講するように筆者自らも促した
という経緯がある。一方で，現 3 年次生の上記 9 名にも受講を勧めたが，主として単位の上限設定
を理由に，同研修の受講も見送り，結果として本授業の受講も行わないことになった。昨年度の本
授業受講教職学生（3 年次生）と今年度の教職学生（3 年次生）の，その異なる受講行動の背景に
は，一般就職は考えず，教員採用試験の合格も含めてもっぱら教職を目指すか，一般就職をも考慮
し，教員免許の取得を第一に目指すか，というそれぞれの現実的な対応がある。無論，受講の判断は，
学生の自由意志に基づくべきであり，強制は論外である。しかし，結果として教職への覚悟の差が，
教職への意欲・熱意の差となり，受講行動に繁栄されることは事実である。本授業において国語科
教員志望の受講生に対する基礎学力の確認及び向上の方策を講じるためにまず必要なことは，教職
を専願で希望する学生を増やした上で，日本語教育と国語教育の相互交流の意義と相乗効果の価値
を伝えることによって，本授業の受講を勧めることにあるといえる。
Ⅶ．おわりに―国語科教育と「日本語教材研究」―
本稿では，国語科基礎学力の確認及び向上の方策に関して，2018 年度後期「日本語教材研究」
の実際の授業に即してその具体的な方策を考察し，併せて教員（日本語・国語科・英語科）への意欲・
熱意に関する調査を踏まえて，国語科教員志望者の基礎学力の確認及び向上の方策のあり方を考察
した。方策を講じるにあたっての留意点として，以下の 5 点を指摘しておく。
1：その是非はともかく，現実的には国際語ともなっている英語との比較を中心に，外国語として
日本語を教えるという日本語教育についての学びは，総じて国語科教員にも有意義であることを
伝え，国語科教員志望者が本授業を受講するように勧めること
2：近年，特に喫緊の課題となりつつある外国人児童への日本語指導も含めて，中学校や高等学校
における外国人生徒への日本語支援の面からも，日常生活の中の日本文化を題材とした日本語の
学びのあり方を考察する本授業は，国語科教員志望者にとって受講する価値が高いことを伝える
こと
3：“語彙の構造（和語・漢語・外来語）”“語句の意味，用法”“敬語”“世代間の使用差”などに
関する表現を改めて学び直すと共に，授受表現，恩恵表現，移動表現（“come”に対する“行き
ます”）などの表現も含めて，それらが，日本の常識であっても世界の常識ではないことを，日
常の生活文化という文脈の中で映像を通して学ぶことは，異文化理解のための言語学習という面
で日本人生徒にとっても有意義であることを，国語科教員志望者が理解するように促すこと
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4：日常生活の中の日本文化を題材とした日本語の学びのあり方は，日本人生徒が場面に応じた実
践的な日本語能力を獲得するという面で有効であり，それを本授業の中で国語科教員志望者とし
て疑似体験することで，基礎的な日本文化語彙を含めて，自らの日本語能力も向上させうること
に気付くようにすること
5：日本文化を踏まえた日本語の学びを，問題意識喚起型の日本事情教育による学びとの関連の下
で進める方法は，日本人生徒が日本文化に根ざした日本語能力を獲得するという面で有効であり，
その「主体的・対話的で深い学び」は，国語科教育の課題解決にも通じるもので，それを本授業
の中で国語科教員志望者として疑似体験することで，基礎的な日本文化語彙を含めて，自らの日
本語能力も向上させうることに気付くようにすること
以上，日本語文化コースのカリキュラムにおいて〈日本語教育〉系統の授業科目に位置付けられ
ている「日本語教材研究」を取り上げ，〈現代語〉を中心に，国語学（日本語学）関係の基礎学力
の確認及び向上の方策について考察した。大学の一般的な授業科目，ましてや専門科目に関する基
礎学力についての筆者の基本的な立場は，高等学校段階までに習得しておくべきものであるという
ものである。教員（国語）志望者の基礎学力に関しても同様である。しかしながら，上記の 1 ～ 5
の点に留意し，言語文化学科共通科目とはいえ，敢えて大学の専門科目の中で基礎学力を養うなら
ば，それは，日本語教員，英語科教員と共に，国語科教員志望学生にとって極めて有意義であると
考える。
先述した通り，この授業には独自の目標が設定されている。これらの目標に近づこうとする過程
の中で，基礎学力が結果的に確認され，また向上していくことが期待される。そのためには，授業
者が，個々の専門分野や個人の研究の特性を活かしながら，基礎学力の重要さについて学生に意識
的に“気づき”を与え，また，大学レベルの視点から受講者の基礎学力を知的に刺激することが効
果的である。「日本語教材研究」は，日本語教員志望学生を念頭に置いた，言語文化学科共通科目
ではある。しかし，同じ日本語を対象とし，それを教育という視点から捉える点で，国語科教育と
も関連の深い授業科目として，筆者としては，国語科教員志望学生の基礎学力の確認及び向上のた
めの方策という視点も踏まえつつ，今後も実践を続けていきたい。また，機会を見つけて，本稿で
今回扱った“日本語の指導“と共に本授業科目で考察対象としている“日本文化の扱い方”について，
中学校及び高等学校の学習指導要領の国語編に示されている〔伝統的な言語文化と国語の特質に関
する事項〕との関連を中心に考察することを，今後の課題としたい。
注
1　新カリキュラムでは，卒業後の進路を意識したディプロマポリシーに基づいて，カリキュラム
ポリシー及びアドミッションポリシーが設定されることになった。
2　「日本語教材研究」は，教育課程表と合わせて掲載されているカリキュラムマップには，〈日本
語教育〉系統（日本語教育概論Ⅰ（2 年次前期）⇒日本語教育概論Ⅱ（2 年次後期）⇒日本語教
授法（3 年次前期）⇒日本語教育実習（3 年次通年）⇒日本語教材研究（3 年次後期））の中の科
目として位置付けられている。
3　日本文化論に関しては，筆者は，その中核として“「気」の表現と文化”を提唱している。その
内実については，戸田（2014a）（2014b）（2016）参照。
4　細川英雄「日本語教育と国語教育―母語・第 2 言語の連携と課題―」（『日本語教育』100 号　
日本語教育学会　1999 年 3 月 17 日）P61
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5　西原鈴子「国語教育と日本語教育の連携の意義」（『日本語学』第 34 巻 12 号　明治書院　平成
27 年 10 月 10 日）P9 ～ 10
6　新日本製鐵　『日本―その姿と心―　日本人と自然－暮らしの中の自然観－』（B ＆ CI　1990
年）を使用した。
7　参考資料としては，英語訳付の日本文化紹介用書籍 8 種を使用した。授業の配布資料の中で扱
うことにした数種類の項目に関する情報内容を吟味した上で，それぞれについて最も適切なもの
を筆者の判断で 8 種の中から可能な限り複数選択して掲載した。それ資料に基づいて，異文化と
しての日本文化の扱い方として，何を，どのような視点から，どのように紹介するか，というこ
とに関して，考察を深めた。8 種は以下の通りである。近藤珠實（2008）『英語訳付　日本文化
ビジュアル事典』池田書店／杉浦洋一・John K. Gillespie（2004）『第 3 版　日本文化を英語
で紹介する事典』ナツメ社／ Yoko Toyozaki･Stuart Varnam-Atkin ／澤田　組訳（2014）『［対
訳ニッポン双書］「日本の衣食住」まるごと事典』IBC パブリッシング／永岡書店編集部（2016）
『英語で話せる日本図鑑』永岡書店／堀口佐知子（2010）『カラー版　英語で紹介する日本事典』
ナツメ社／松本美江（2016）『改訂版　英語で日本紹介ハンドブック』アルク／向井京子（2008）
『英語で日本のすべてを紹介する事典』日本文芸社／横山　豊（2017）『ハンディ版　英語で紹介・
案内する日本』ナツメ社。
8　金山宣夫『比較生活文化事典①～⑤』（大修館書店　1977 ～ 1983 年）を使用した。
9　氏家研一（1992）『Cultural Video Series ビデオ講座日本語　日常生活に見る日本の文化（Safe 
and Sound in Japan 1-5）1 ～ 5』東京書籍。本シリーズには，他にいわゆる文型・文法の指導
に関するするものとして，『Video-Cued Structural Drills ビデオ講座日本語　1 ～ 7』がある。
10　戸田（2014a）参照。この中で，日本人の根源的属性と 6 つの精神文化的特性を論じたが，後
者の自然観の特性の仮説として，自然との一体化及び霊力信愛志向を提唱した。
11　全 15 回の「日本語教材研究」の中盤に当たる第 8 回の授業時に行い，欠席者を考慮して第 9
回目の授業時の中でも，同様の調査を行った。
12　当初の履修者名簿には 35 名が登録されていたが，調査の時点で出席回数不足となった受講者
2 名は受講を取りやめており，言語文化学科の学生 32 名と，自由科目として受講してきたマス
コミ学科の学生 1 名を含む人数である。第 1 回目調査の当日は 4 名の欠席があったが，第 2 回目
の調査時には出席しており，33 名全員が回答することになったため，回答率は 100％であった。
13　本稿では取り上げなかったが，現時点での受講目的を把握するために，全 15 回の授業のオリ
エンテーションに当てた第 1 回・第 2 回の授業時と同様の調査として，「Ⅰ：本授業の受講目的
について 30 ～ 50 字でコメントしてください。」という質問項目を設定し，受講生全員に回答を
求めた。“教員は目指していないが興味があるため”“足りない単位を補うため”“1 時間目と 3
時間目の授業の間を埋めるため”など，受講理由は様々であった。特に，4 年生は，卒業要件を
満たすことを目的とした，“足りない単位を補うため”という受講理由の学生が多かった。
14　2017 年度前期の「日本語研究Ⅰ」（2 年次前期）の教員（国語）志望受講生に対して，同様の
調査を行ったが，平均値は 5 段階評価で 3．45 であり，“普通（C 段階）”よりは高い数値であっ
た。総じて，教職への意欲・熱意のありようが現代の日本語の文法や古典文法に関する知識と力
の十全さにも現れる傾向が見られた（戸田（2018）参照）。「日本語教材研究」の教員（日本語・
英語科）についてはそれよりもやや低い数値であり，意欲・熱意の面からは，基礎学力向上への
方策にはより困難が予想される。
15　一方で，注 13 に示したように，教員志望ではない受講者が約 4 分の 3 を占めており，受講目
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的も多様なのが実態である。また，資格ではない日本語教員の養成に関わる授業科目であり，い
わゆるステップ履修を求められていないため，本授業を受講する際の前提となる基礎学力も多様
である。一般受講生の興味・関心をも活性化しうる汎用的かつ精選された内容による基礎学力の
向上が求められる。
16　2017 年度の「日本語教材研究」の授業内容は，一部変更されたものの，基本的に 2018 年度
と同じである。
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